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辺
野
古
代
執
行
訴
訟
の
和
解
に
と
も
な
う
工
事
中
止
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

辺
野
古
新
基
地
建
設
を
め
ぐ
り
、
昨
年
十
一
月
十
七
日
に
国
土
交
通
大
臣
（
以
下
、
国
と
い
う
）
が
沖
縄
県
知
事
を
被
告
と

し
て
福
岡
高
等
裁
判
所
那
覇
支
部
（
以
下
、
福
岡
高
裁
那
覇
支
部
と
い
う
）
に
提
起
し
て
い
た
「
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二

年
四
月
十
七
日
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
五
条
の
八
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
埋
立
承
認
処
分
取
消
処
分
取
消
命
令
請

求
事
件
」
（
以
下
、
辺
野
古
代
執
行
訴
訟
と
い
う
）
は
、
去
る
三
月
四
日
に
裁
判
上
の
和
解
が
成
立
し
た
。

右
和
解
成
立
に
よ
っ
て
、
沖
縄
防
衛
局
は
、
和
解
条
項
第
二
項
に
基
づ
き
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
に
係
る
「
埋
立
工
事
を
直

ち
に
中
止
す
る
」
こ
と
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
国
は
、
和
解
条
項
第
八
項
に
定
め
る
「
本
件
埋
立
事
業
に
関
す
る
円
満
解
決
に
向
け
た
協
議
を
行
う
」
と
の
主

旨
に
反
し
、
一
度
の
協
議
も
開
か
れ
な
い
ま
ま
、
三
月
七
日
に
地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
五
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
是
正

の
指
示
を
沖
縄
県
に
発
出
し
た
。

右
是
正
の
指
示
を
不
服
と
し
て
、
沖
縄
県
は
三
月
十
四
日
に
国
地
方
係
争
処
理
委
員
会
に
審
査
を
申
し
出
た
。
そ
の
際
、
沖

縄
県
が
、
同
指
示
は
「
当
該
是
正
の
要
求
等
の
内
容
及
び
理
由
を
記
載
し
た
書
面
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
た

同
法
第
二
百
四
十
九
条
の
規
定
に
反
し
、
違
法
で
あ
る
と
主
張
し
た
と
こ
ろ
、
国
は
三
月
十
六
日
に
同
指
示
を
撤
回
し
た
上

一



で
、
理
由
を
付
し
て
改
め
て
是
正
の
指
示
を
発
出
し
直
し
た
。

か
か
る
是
正
の
指
示
の
再
発
出
は
、
国
自
ら
三
月
七
日
発
出
の
是
正
の
指
示
が
法
律
要
件
を
欠
く
も
の
で
あ
っ
た
と
認
め
た

に
等
し
い
。
一
連
の
是
正
の
指
示
を
め
ぐ
る
不
誠
実
か
つ
杜
撰
な
国
の
対
応
は
、
「
辺
野
古
が
唯
一
の
解
決
策
」
と
し
て
恥
じ

な
い
、
安
倍
政
権
の
強
引
な
姿
勢
を
如
実
に
示
し
て
い
る
と
厳
し
く
指
弾
す
る
。

今
や
、
私
を
含
む
圧
倒
的
多
数
の
沖
縄
県
民
が
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
の
新
た
な
決
意
を
固
め
、
安
倍
政
権
に
よ
る

「
構
造
的
差
別
」
と
い
う
べ
き
沖
縄
へ
の
基
地
負
担
と
犠
牲
の
強
要
に
強
い
怒
り
を
表
明
し
て
い
る
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一

去
る
三
月
四
日
の
辺
野
古
代
執
行
訴
訟
の
和
解
条
項
第
二
項
に
従
い
、
利
害
関
係
人
た
る
沖
縄
防
衛
局
長
に
よ
っ
て
、
行

政
不
服
審
査
法
に
基
づ
く
審
査
請
求
（
平
成
二
十
七
年
十
月
十
三
日
付
沖
防
第
四
五
一
四
号
）
及
び
執
行
停
止
申
立
て
（
同

第
四
五
一
五
号
）
が
取
り
下
げ
ら
れ
、
埋
立
工
事
は
直
ち
に
中
止
さ
れ
た
と
理
解
し
て
い
る
。
そ
の
証
拠
に
、
中
谷
元
防
衛

大
臣
は
、
三
月
八
日
の
衆
議
院
安
全
保
障
委
員
会
に
お
け
る
私
の
質
疑
の
中
で
、
「
現
在
、
防
衛
省
と
し
て
は
、
埋
立
工
事

を
中
止
す
る
と
い
う
こ
と
を
指
示
い
た
し
ま
し
て
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
な
ど
各
種
の
現
場
の
作
業
は
現
時
点
で
と
め
て
い
る

状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
」
（
以
下
、
中
谷
防
衛
大
臣
答
弁
と
い
う
）
と
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

二



と
こ
ろ
が
、
本
日
現
在
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に
係
る
作
業
に
用
い
る
ス
パ
ッ
ト
台
船
や
大
型
台
船
（
以
下
、
作
業
用
台
船

と
い
う
）
は
、
未
だ
米
軍
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
沿
岸
部
に
設
定
さ
れ
た
「
臨
時
制
限
区
域
」
（
以
下
、
現
場
海
域
と
い

う
）
か
ら
撤
去
さ
れ
て
い
な
い
。

①

和
解
条
項
の
主
旨
に
従
え
ば
、
同
条
項
第
五
項
に
定
め
る
「
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
一
条
の
五
第
一
項
第
一
号
所
定

の
是
正
の
指
示
の
取
消
訴
訟
」
の
判
決
確
定
ま
で
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
は
じ
め
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
に
係
る
工
事
は
一

切
行
う
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

②

政
府
は
、
い
つ
ま
で
に
作
業
用
台
船
を
撤
去
す
る
つ
も
り
か
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

③

作
業
用
台
船
を
撤
去
せ
ず
、
賃
貸
借
（
傭
船
）
契
約
も
合
意
解
約
す
る
こ
と
な
く
、
当
該
業
者
か
ら
リ
ー
ス
し
続
け
る

場
合
、
国
庫
負
担
は
膨
大
な
金
額
に
上
り
、
税
金
の
無
駄
遣
い
と
の
誹
り
は
免
れ
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示

さ
れ
た
い
。

二

中
谷
防
衛
大
臣
答
弁
に
反
し
、
和
解
成
立
後
も
米
軍
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
ゲ
ー
ト
前
（
以
下
、
ゲ
ー
ト
前
と
い
う
）
に

は
、
警
視
庁
機
動
隊
や
沖
縄
防
衛
局
が
雇
用
契
約
し
た
民
間
警
備
会
社
の
警
備
員
（
以
下
、
民
間
会
社
警
備
員
と
い
う
）
ら

が
常
駐
配
備
さ
れ
て
い
る
。

三



①

政
府
は
、
い
つ
ま
で
に
ゲ
ー
ト
前
か
ら
警
視
庁
機
動
隊
を
撤
収
さ
せ
る
つ
も
り
か
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

②

政
府
は
、
い
つ
ま
で
に
ゲ
ー
ト
前
か
ら
民
間
会
社
警
備
員
を
撤
収
さ
せ
る
つ
も
り
か
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

③

ゲ
ー
ト
前
に
警
視
庁
機
動
隊
や
民
間
会
社
警
備
員
を
配
備
し
続
け
る
こ
と
は
、
和
解
条
項
及
び
福
岡
高
裁
那
覇
支
部
が

提
示
し
た
本
年
一
月
二
十
九
日
付
の
和
解
勧
告
文
の
主
旨
に
反
す
る
も
の
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

中
谷
防
衛
大
臣
答
弁
に
反
し
、
和
解
成
立
後
も
現
場
海
域
に
は
海
上
保
安
庁
の
巡
視
船
及
び
巡
視
艇
、
エ
ン
ジ
ン
付
き
ゴ

ム
ボ
ー
ト
並
び
に
沖
縄
防
衛
局
の
警
戒
船
な
ど
が
配
備
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
り
、
浮
具
（
フ
ロ
ー
ト
）
や
油
防
止
膜
（
オ
イ
ル

フ
ェ
ン
ス
）
、
浮
灯
標
（
ブ
イ
）
、
そ
れ
ら
を
固
定
す
る
た
め
に
設
置
し
た
ト
ン
ブ
ロ
ッ
ク
（
数
十
ト
ン
規
模
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
）
も
撤
去
さ
れ
て
い
な
い
。

①

政
府
は
、
い
つ
ま
で
に
現
場
海
域
か
ら
海
上
保
安
庁
の
巡
視
船
及
び
巡
視
艇
、
エ
ン
ジ
ン
付
き
ゴ
ム
ボ
ー
ト
を
撤
収
さ

せ
る
つ
も
り
か
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

②

政
府
は
、
い
つ
ま
で
に
現
場
海
域
か
ら
沖
縄
防
衛
局
の
警
戒
船
を
撤
収
さ
せ
る
つ
も
り
か
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

③

政
府
は
、
い
つ
ま
で
に
現
場
海
域
か
ら
浮
具
や
油
防
止
膜
、
浮
灯
標
、
そ
れ
ら
を
固
定
す
る
た
め
に
設
置
し
た
ト
ン
ブ

ロ
ッ
ク
を
撤
去
す
る
つ
も
り
か
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

四



④

現
場
海
域
に
海
上
保
安
庁
の
船
舶
や
ボ
ー
ト
、
沖
縄
防
衛
局
の
警
戒
船
を
配
備
し
続
け
、
浮
具
や
油
防
止
膜
、
浮
灯

標
、
そ
れ
ら
を
固
定
す
る
た
め
に
設
置
し
た
ト
ン
ブ
ロ
ッ
ク
を
放
置
し
続
け
る
こ
と
は
、
和
解
条
項
及
び
福
岡
高
裁
那
覇

支
部
が
提
示
し
た
本
年
一
月
二
十
九
日
付
の
和
解
勧
告
文
の
主
旨
に
反
す
る
も
の
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ

た
い
。

四

和
解
条
項
及
び
福
岡
高
裁
那
覇
支
部
が
提
示
し
た
本
年
一
月
二
十
九
日
付
の
和
解
勧
告
文
の
主
旨
に
則
り
、
沖
縄
防
衛
局

長
は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
基
づ
く
農
林
水
産
大
臣
宛
の
審
査
請
求
（
平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
四
日
付
沖
防
第
一
四
六
一

号
）
並
び
に
執
行
停
止
申
立
て
（
同
第
一
四
六
二
号
）
も
取
り
下
げ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た

い
。

右
質
問
す
る
。

五


